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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核蝋争の危機をはらみ、

減に醒慮にたえない。
わが国は唯一の披煙国として、核兵鵲の恐ろしさと、被煙者の苦

しみを全世界の人々 に脈え、再び広島・長崎の惨禍を燦り返しては
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平扣部巾を宣言する。Ⅱ
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我
孫
子
ら
し
い
商
の
を
一

業
展
開
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市
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ｚ
″
説

一参一一

一
に

一一

一
魅
力
あ
る
我
孫
子
を
つ
く
る
す
。
手
賀
沼
は
、
我
孫
子
市
民
の
の
役
割
は
重
要
で
す
。
一
像

一
た
め
に
住
．
我
孫
子
ら
し
い
個
み
な
ら
ず
、
束
葛
地
域
あ
る
い
は
今
回
の
商
業
活
性
化
ビ
》
ン
ヨ
ー
来

一
性
を
持
っ
た
商
業
の
活
性
化
が
首
都
圏
の
住
民
に
と
っ
て
も
、
都
ン
で
は
、
我
孫
子
の
商
業
の
将
一
諦

一
大
切
で
す
。
市
の
中
に
あ
る
身
近
な
自
然
と
し
来
像
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ

一
く
り
を
進
め
、
そ
れ
を
広
く
ア
は
ず
で
す
。
課
題
ご
と
に
、
行
政
が
何
を
や
一
》

一
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
て
、
黄
璽
な
憩
い
の
空
間
と
な
る
し
て
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の

一

一
ビ
ー
ル
し
、
自
然
の
魅
力
で
人
ま
た
各
地
区
の
商
店
街
は
《
市
る
の
か
、
商
業
者
が
何
を
や
る
一
識

一
を
呼
べ
る
ま
ち
に
す
る
Ｉ
そ
民
生
活
に
よ
り
一
層
密
着
し
て
発
の
か
、
商
工
会
が
ど
ん
な
役
割
一
の

一
幟
壁
窄
奉
癖
鄭
岬
準
恥
却
唾
鋒
罐
鋳
鐸
“
》
》
織
祁
準
誇
許
緬
鋤
罐
剛
マ
マ
や
琴
窄
硴
踊
唾
密
晒
一
癖

一
の
展
開
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
の
生
活
に
と
っ
て
、
地
域
の
商
店
と
考
え
て
い
ま
す
。
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すい街に

可
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
と
策
定
に
向
け
て

市
で
は
、
昨
年
５
月
に
我
孫
子
市
商
業
活
性
化
研
究
会
を
設
置
し
、
『
我
孫
子
市
商
業
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
』
の
策
定
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
だ
。
こ
の
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
市
内
商
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
「
便
利
で
生
活
し
や
す
い
街
づ
く
り
」
「
活
気
あ

る
街
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
で
、
今
後
の
市
の
商
業
施
策
の
基
本
方
針
と
な
る
も
の
で
す
。
今

号
で
は
商
業
活
性
化
研
究
会
の
活
動
報
告
と
会
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
１
１商

店
街
は
そ
の
街
の
「
顔
」
と

し
て
、
ま
た
情
報
や
文
化
の
中
心

機
能
を
持
っ
た
地
域
コ
ミ
号
一
テ

ィ
の
場
と
し
て
、
市
民
と
深
く
か

か
わ
り
、
栄
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
社
会
経
済
椛

造
の
変
化
に
伴
い
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
価
格
破
壊
現
象
な

ど
に
直
面
し
、
多
く
の
商
店
街
で

衰
退
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

我
孫
子
市
も
例
外
で
は
な
く
、

商
店
街
近
代
化
対
応
の
遅
れ
か
ら

周
辺
都
市
へ
の
消
強
者
流
出
に
よ

り
、
今
や
に
ぎ
わ
い
と
活
気
に
あ

ふ
れ
た
商
店
街
を
見
か
け
る
機
会

、

市
内
商
業

の
現
状

、

1
1

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

商
業
の
発
展
が
地
域
の
振
興
、

街
づ
く
り
に
つ
な
が
る
要
素
が
大

き
い
だ
け
に
、
商
店
街
の
活
性
化

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
８
年

５
月
に
「
我
孫
子
市
商
業
活
性
化

研
究
会
」
を
設
謹
し
、
商
業
者
・

消
費
者
、
商
工
会
と
共
同
で
市
内

商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し
、
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
地
域
の

現
状
と
課
題
を
正
し
く
把
握
す
る

た
め
、
商
店
経
営
者
各
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
始
め
、
市
内
金
融
機
関
と

I 商店経営者の 声 ）
、

｡閉店する店で歯抜け状態になり、商店街の活力がなくなっている。

｡商店街の再編成、統合が必要ではないか。
｡後継者問題に悩んでいる。

｡人とのふれあい、対話が少なくなっている。若者ほどコミュニケーショ

ンを取りたがらないので、店内では声をかけないようにしている。

°イベント費用、労力などの負担力苛大きい。

。イベントは消溌者への還元ととらえるべきだ。

｡娯楽性や回遊性があり、楽しみながらショッピングさせることが大切。
｡大型店の影響が大きく、売り上げが落ちている店力ざある。

｡若者をもっと我孫子に呼べないか。

°他市からも人が来てくれるような商店街にしたい。

市
で
は
、
商
業
活
性
化
研
究
会

か
ら
の
中
間
報
告
を
受
け
、
〃
地

元
商
業
者
の
育
成
・
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
我
孫
子
市
〃
を
目
指
し
て
、

「
我
孫
子
市
商
工
観
光
事
業
振
興

審
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
す
。

の
懇
談
会
、
消
斑
者
団
体
と
の
円

卓
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
問
題
点
な
ど
を
集
め

整
理
・
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
小
売
店
の
あ

り
方
と
消
渋
者
が
必
要
と
し
て
い

る
店
の
種
類
や
性
格
、
あ
る
い
は

商
店
街
と
し
て
の
条
件
と
の
間
に

は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
、
と
い

う
状
況
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
（
左
表
参
照
）

具
体
的
な
将

来
像
を
策
定

1消 費者の 声 ）
〆 、

｜･店に入I)にくい。売ってやるの排他的な態度が見える。

’・品ぞろえ、品質の悪さが目立つ。

。若者向けの店、カップルが安心していける店がない。

。高齢者にとって身近で買い物ができる商店が欲しい。

°閉店時間が早く、照明が不足しているので夜歩くの力叡怖い。

。駐車場力:ないので、大型店に行ってしまう。

。店の存在すら知らないとき力:ある。

。笑顔と活気が欲しい。

。商品力ざ一目でわかる価格と内容であって欲しい。

。アーケードの天井に映画やプラネタ'ノウムを投影し、集客力アップを図

ってはどうか。

｡商店の温もりを感じられたらいい。

。商店街の中心に公園力雰欲しぃ。

．盛り場的な雰囲気がほしい。若者は夜行動する。

」

審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
商

工
業
者
、
消
費
者
お
よ
び
青
年
婦

人
団
体
代
表
者
な
ど
加
名
で
描
成

平
成
加
年
３
月
ま
で
に
、
商
業
活

性
化
研
究
会
と
協
力
し
て
、
「
我

孫
子
の
歴
史
や
文
化
を
取
り
入
れ

た
個
性
的
な
商
店
街
づ
く
り
や
、

市
の
ン
ン
ボ
ル
手
鏡
沼
の
侭
れ
た

環
境
と
人
々
と
の
深
い
か
か
わ
り

あ
い
を
、
よ
り
楽
し
い
も
の
に
減

出
し
て
く
れ
る
新
し
い
商
業
の
あ

り
方
」
な
ど
商
業
振
興
の
具
体
的

な
将
来
像
（
ビ
ジ
ョ
こ
を
策
定

し
ま
す
。

こ
れ
を
基
に
、
市
お
よ
び
商
業

者
、
商
工
会
が
一
体
と
な
っ
て
市

内
の
商
業
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
商

業
観
光
振
興
係
貧
弱
）
１
１
１
１

内
線
５
０
５

I

我
孫
子

商
工
会
会

平
成
８
年
度
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
我
孫
子
市
商
業
活
性
化
研

究
会
も
２
年
目
に
入
り
、
よ
り

具
体
的
な
研
究
に
入
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

商
業
と
り
わ
け
小
売
業
が
沈

沸
し
て
い
る
現
況
を
打
破
す
る

端
締
を
研
究
会
活
動
の
中
か
ら

虫機関関係者の声 ） 商
業
活
性
化
を
目
指
し
て

憾
胴
蕊
慧
鈴
木
和
夫
方

経
済
社
会
が
変
化
し
、
商
業
者
、
商
工
会
、
行
政
と
の
幅
広

の
地
域
間
競
争
が
ま
す
ま
す
敵
い
連
携
に
基
づ
い
て
、
当
研
究

し
い
時
代
に
な
り
、
市
内
の
商
会
で
は
将
来
を
見
据
え
、
我
孫

業
者
は
今
、
自
ら
の
役
割
、
あ
子
ら
し
さ
を
生
か
し
、
か
つ
、

り
方
を
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
実
現
可
能
な
計
画
を
念
頭
に
調

だ
と
思
い
ま
す
。
査
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
商
業
活
動
は
ま
ち
づ
熱
意
あ
ふ
れ
る
委
員
の
活
動

く
り
の
一
翼
を
担
い
、
ひ
い
て
に
、
市
民
の
方
々
の
ご
理
解
と

は
市
民
の
福
利
に
貢
献
す
る
こ
市
内
商
業
者
の
ご
協
力
を
お
願

と
に
な
り
ま
す
。
市
民
と
商
業
い
し
ま
す
。

金
言
閲 者関こ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

「 、

’
。目玉となるゾーンが必要。

｡我孫子市全体のプランがないと投資計画をつくれない。

｡区画整理の遅れで街づくり全体の方向性がわからない。

｡開発力ざ遅れた分だけ発展の余地がある。

｡まず道路の整備が必要。道案内、道路標識を充実して欲しい。

｡手麓沼をメーンとした街づくりを考えたらどうか。

｡生活者としての意識と開発は相反する面がある。

°商店同士の横のつながI)や共同作業がたいせつ。

｡不動産情報の面では、我孫子は緑の多い街として人気力ぎある。
ノ

た
け
し

肺
井
手
口
魁
患

見
つ
け
出
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
確
信
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

地
域
経
済
団
体
の
代
表
で
あ

る
商
工
会
も
、
関
係
各
位
の
ご

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
我
孫
子
市

商
工
業
の
振
興
に
全
力
を
傾
注

し
て
参
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

）I
〆

研 究会委員の声L

〆

・商店会の法人化、組織化を図る必要があると思われる。

°新商業拠点づくりとしての手賀沼公園周辺整備と歴史・文化環境の整備

大規模ではない商業集種についても考えていきたい。

。活性化策を実現するための推進体制力ざ必要。

°経営意識の向上が図られるような施策についても考えていきたい。

研

L
リ サ イ クル 社会の実現 をめ ざして
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給

者
は
、
現
況
届
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
に
よ
り
．

受
給
者
の
所
得
状
況
や
児
童
の
養

育
状
況
を
確
か
め
、
６
月
か
ら
の

支
給
額
を
決
定
し
ま
す
。
期
限
内

に
手
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月

分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
児
童
手
当
・
特

例
給
付
の
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方

は
《
申
嫡
を
し
て
く
だ
き
い
。

（
現
在
受
給
中
の
方
に
は
、
申
摘

用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
）

◎
現
在
受
給
中
の
方
は
現
況
届
の

提
出
を

▼
受
付
期
間
６
月
２
日
（
月
）
か

ら
鋤
日
（
月
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・

日
峨
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
児
童
保
育
課
児
童

『

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
現
況
届
を
忘
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お気軽にご相談ください
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
も
申
請
を

皮
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

う
子
ど
も
た
ち
の
人
椎
を
擁
謹
す

る
た
め
〃
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
ｌ
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
Ｉ
〃

を
本
年
度
の
啓
発
活
動
亜
点
目
標

に
掲
げ
、
微
極
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。市

で
は
、
法
務
大
臣
が
委
噸
し

た
５
名
の
人
権
擁
漉
委
員
（
下
表

参
照
）
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。人

権
相
談
は
、
毎
月
第
４
木
咄

日
（
た
だ
し
、
ｍ
月
は
釦
日
、
狸

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
椎
問
趣
が
大
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会

き
な
社
会
間
趣
と
な
っ
て
い
ま
す
。
係
垂
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
０

は
、
人
権
擁
謹
委
員
法
が
施
行
さ
階
相
談
室
で
行
な
っ
て
い
る
ほ

れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
謹
委
か
、
自
宅
で
も
相
談
を
受
け
て

貝
の
日
」
と
定
め
人
椛
思
想
の
普
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

家
庭
係

※
な
お
、
各
支
所
で
も
次
の
と
お

り
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

＊
つ
く
し
野
支
所
６
月
、
日

（
火
）
午
後
１
時
釦
分
か
ら
４
時

＊
湖
北
台
支
所
６
月
皿
日
（
水
）

午
前
９
時
釦
分
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
４
時

＊
湖
北
支
所
６
月
狸
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
正
午

＊
布
佐
支
所
６
月
狸
日
（
木
）
午

後
１
時
釦
分
か
ら
４
時

◎
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
へ

▼
受
給
資
格
市
内
に
住
民
登
録

（
外
国
人
登
録
）
し
、
所
得
が
児

童
手
当
・
特
例
給
付
の
所
得
制
限

限
度
額
（
下
表
参
照
）
未
満
で
、

３
歳
未
満
の
児
童
を
謹
育
し
て
い

る
方

▼
支
給
月
額

＊
１
子
目
。
２
子
目
：
・
各
５
０
０

全
国
人
確
擁
謹
委
員
連
合
会
で
月
は
１
日
｝
に
市
役
所
本
庁
２

人
権
擁
謹
委
員
は
、
次
代
を
担
９

い
じ
め
、
体
糊
、
不
蕊
校
な
ど
お
気
椎
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼人権擁護委員０
円

＊
３
子
目
以
降
…
各
１
万
円

▼
支
給
開
始
月
申
請
手
続
き
の

翌
月
分
か
ら

▼
申
請
手
続
き
次
の
も
の
を
用

意
し
、
児
童
保
育
課
へ
申
講
し
て

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
②
識
求
者
名
義
の
銀
行

口
座
（
郵
便
局
を
除
く
）
③
講

求
者
が
国
民
年
金
加
入
の
方
は
年

金
手
帳
。
被
用
者
年
金
（
厚
生
年

金
等
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
）

加
入
の
方
は
勤
務
先
の
事
業
主
に

よ
る
年
金
加
入
証
明
盤
、
ま
た
は

年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証
④
平

成
９
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
役
所
が

発
行
し
た
平
成
９
年
度
児
童
手
当

用
所
得
証
明
醤

な
お
公
務
貝
の
方
は
、
勤
務

先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

’
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
下
表
の
と
お
り

▽
入
居
資
格

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

②
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
（
都
部
住
宅

は
、
男
性
釦
歳
以
上
、
女
性
釦
歳

以
上
の
単
身
者
で
も
応
募
可
能
）

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

④
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
母
子
住
宅
は
、
加
歳
未
満
の
子

を
扶
養
し
て
い
る
方

▼
入
居
資
格
収
入
基
準
（
月
額
）

◎
第
１
種
住
宅
皿
万
５
０
０
１

円
か
ら
、
万
８
０
０
０
円
ま
で

◎
第
２
種
住
宅
ｎ
万
５
０
０
０

円
以
下

▼
募
集
期
間
６
月
、
日
（
火
）
か

※
８
年
度
の
申
請
で
、
所
得
超
過

に
よ
り
却
下
さ
れ
た
方
や
、
８
年

中
に
扶
養
親
族
が
増
え
た
方
は
、

８
年
中
の
所
得
で
の
審
査
が
あ
り

ま
す
の
で
、
再
度
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係
賓
顕
）
１
１
１
１
内
線

３
４
７

▼児童手当｡特例給付扶養親族数別所得制限限度額

鬘I
一
｝

ら
型
日
（
火
）
ま
で

▼
申
込
書
配
布
場
所
６
月
２
日

（
月
）
か
ら
、
施
設
建
設
課
、
各
支

所
お
よ
び
行
政
連
絡
所
で
配
布

▽
提
出
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
沓

②
市
営
住
宅
入
居
調
替

③
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
外
国
人
の
方
は
、
外
国
人
登
録

済
証
明
書
）

④
入
居
者
全
員
の
所
得
を
証
明
す

る
諜
類
（
学
生
の
方
は
、
学
生
証

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
に
よ
り
受
診
さ
れ
た

方
に
、
定
期
的
に
医
療
費
の
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
（
下
表

参
照
）今

年
度
第
１
回
の
通
知
を
６
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
受
け

取
ら
れ
た
方
は
、
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
通
知
は
皆
さ
ん
が

受
診
さ
れ
た
医
療
費
の
額
を
お
知

▼市営住宅募集内容

ｎ
風
、
日
門
川
腱
ｌ
懐
Ｉ
保
険
〕

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

宅
入
居

の
写
し
）

⑤
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は

礎
貸
借
契
約
書
の
写
し

⑥
健
康
保
険
証
の
写
し

※
そ
の
他
、
申
込
者
の
状
況
に
よ

り
各
種
証
明
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
平
成
９
年
７
月

空
曰
く
月
）

▼
そ
の
他
落
選
者
は
一
年
間
、

ま
た
は
次
回
の
募
集
ま
で
補
欠
者

と
し
て
登
録
し
ま
す
。
（
た
だ
し

ぞ

通
商
産
業
省
で
は
、
卸
売
業
と

小
売
業
（
飲
食
店
を
除
く
）
を
営

む
商
店
を
対
象
に
、
６
月
１
日
現

在
で
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
活
動
の
実

態
を
把
握
し
、
今
後
の
各
種
施
策

の
基
礎
麦
料
を
得
る
た
め
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
が
ま
だ
配
布
さ

れ
て
い
な
い
商
店
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
文
書
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
響
課
統
計
係

壷
（
認
）
０
５
７
７
（
直
通
）

今
回
募
集
し
た
住
宅
に
限
る
）

▽
問
い
合
わ
せ
施
設
建
設
課
市

営
住
宅
係
貧
弱
）
１
１
１
１
内
線

５
７
０

必

ご
平
成
９
年
度
消
防
団
新
役
員
。
分
団
長

たちの
’ 消防団

新役員を紹介茂

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
市
民
で

組
織
し
、
活
蝿
し
て
い
る
の
が
、

消
防
団
で
す
。

町
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
速

や
か
に
消
火
・
警
術
に
あ
た
り
ま

す
。
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て

活
蹄
し
て
い
る
消
防
団
の
新
役
員
．

分
団
長
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
瓢
の
分
団
が

あ
り
、
２
４
９
名
の
市
民
の
方
が

活
蹄
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
消

防
団
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
総
務

課
消
防
係
壷
（
錘
）
０
１
１
９

私
た
ち
の
身
体
、
生
命
、
財
産

’ ’ ｜’

｜

’’
’

氏名

石井靖男

別府孝子

表てる子

鬼澤三郎

杉山清吉

住所

布佐2224

船戸2-9-32

白山3-5-27

我孫子563-10

湖北台5-5-21

電話

(89)2351

(84)2320

(85)0396

(82)2061

(88)4655

扶養親族数

0人

1人

2人

3人

4人
、
Ｑ
グ 5人目以降、1人増すごとに30万円加算

児童手当

149万6000円

179万6000円

209万6000円

239万6000円

269万6000円

特例給付

327万8000円

357万8000円

387万8000円

417万8000円

447万8000円

住宅名称

都部

根古屋

日秀

※日秀住宅は家衝の3倍の月所得があれば申し込めます。

募集戸数

1種

2

1

2種

1

1

住宅種別

一般住宅

(2K）

一般住宅

(3DK）

母子住宅

(3DK）

一般住宅

(3K）

月額家賃

7，000円

43，()00円

33，000円

11，500円

所在地

部部69

中峠2998

日秀132

商業統計調査３
月

平
成
９
年
加
月
か
ら

皿
月
診
療
分

平
成
加
年

1

月

平
成
９
年
８
月
か
ら

９
月
診
療
分

11

月

平
成
９
年
６
月
か
ら

７
月
診
療
分

９
月

平
成
９
年
３
月
か
ら

５
月
診
療
分

平
成
９
年

６
月

平
成
８
年
吃
月
か
ら

平
成
９
年
２
月
診
療
分

通
知
時
期

通
知
内
容 にご協力を

第
迦
〃

榎

‐
正
明

第
加
〃

染

】
尚
利

第
四
〃

笈
川
博
行

第
娼
〃

丹
羽
節
男

第
”
〃

秋
尤
昭
久

第
昭
〃

挫
蛎
光
一

第
晦
〃

柳
本
剛

第
皿
〃

尾
井
川
健
一

第
唱
〃

鈴

ｒ
秀
幸

第
哩
〃

｛

華

一

第
11

〃

岩
井
修

第
加
〃

飯
田
寿
昭

鈷
湘
ｑ
〕
″

U叩、

第
８
〃

坐
井
公
仁

轄
顕
毎
Ｊ
″

岡
田
敏
浩

確
鏥
《
、
″

日
悪

■寺FP可

二

郎

錐
宋
Ｆ
Ｄ
″

洞
毛

p ＝ ●

夫

璋
媚
川
王
″

中
付
議
一

鑑
躯
ｎ
ｏ
″

大

井

雌

錆
罪
ワ
】
″

平
久
保
久
仁
夫

第
１
分
団
長

村
田

猛

第
５
〃

池
長
男

鋪
４
〃

田
菩
一
郎

鋪
３
〃

飯
田
栄

鰯
２
〃

越
川
浩
一

鋪
１
方
面
隊
蜂

大
脇
久
雄

６
方

〃
（
雑
第

面
隊
踵
）

飯
尾
利
雄

〃

一
田
進
一

副
団
長

佐

愉

徳

団
長
飯

田

和

行

職
名

氏
名

｜
ａ

－
Ｔ

’
９

KX

ｄ
３
９
４

ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｊ
９
８
３

（
鋤
）
１
７
４
８

（
釣
）
２
５
９
０

（
的
）
２
０
１
５

（
銘
）
３
５
６
２

（
錦
）
１
２
０
４

（
師
）
４
６
０
４

（
説
）
３
３
０
２

（
銘
）
１
４
２
１

（
銘
）
８
９
５
６

（
記
）
１
２
５
１

（
躯
）
１
７
３
５

（
躯
）
７
８
９
０

（
配
）
２
０
１
５

（
躯
）
５
０
４
５

（
配
）
３
６
２
１

．
（
魂
）
６
５
９
４

（
配
）
１
８
９
６

（
鯉
）
３
５
２
３

（
配
）
４
８
８
７

（
腿
）
４
０
３
３

（
魂
）
２
４
１
２

（
鍋
）
１
２
７
３

（
配
）
０
８
６
２

（
躯
）
１
４
７
１

（
鯉
）
２
１
２
６

（
配
）
３
５
２
１

（
的
）
２
８
３
９

（
配
）
０
２
０
８

（
銘
）
９
２
８
０

（
魂
）
０
６
２
４

電
話

1万

亦『 繩 鋼f 兜斤

斫
野
２
１
１
１
９

‐
２
０
３
６

，
１
７
５
７
１
２

一
戸
１
９
５

一
戸
６
３
７

中
里
４
９
３
１
３

中
峠
２
９
８
１
１
２

中
峠
１
５
０
４

布
施
２
６
９
１

久
寺
家
３
６
９

根
戸
１
２
３
８
１
粥

高
野
山
２
９
０

岡
発
戸
５
９
２

下
ヶ

戸
２
７
０

背
山
９
９
７

柴
崎
１
０
６

栄
鴫
１
８

本
町
１
１
４
１
５

日
秀
２
５
１

中
峠
１
５
０
８
１
１

布
施
２
３
８
９

泉
廻
１
４

栄
四
１
３

布
佐
２
０
１
４

白
山
１
１
過
ｌ
喝

中
里
だ

緑
１
１
４
１
９

住
所

一k‘四 宜一
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▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
ｎ

時
帥
分
（
開
始
、
分
前
に
は
受
付

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
６
月
即
日
（
金
）
午
後
０

時
妬
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
釦

分▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

1
体
操
時し診療時間午前9時から午後5時

，持参するもの健康保険証と診療饗
マ

h

。
母
親
学
級
日
程

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
父
親
、
母
親
の

役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
６
月
５
日
（
木
）
、
狸
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
嘔
分
か

ら
、
時
帥
分
受
付

▼
日
時
６
月
”
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
で
相
談
の
あ
る

方▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
歯
科
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

傷
風
）
ヘ
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
お

よ
び
予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
ノ
ー
ト
（
出
生
お

よ
び
対
象
と
な
る
転
入
者
に
は
各

翌
月
に
郵
送
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

Ｃ
Ｇ
接
種
、
麻
し
ん
、
三
種
混
合
▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
あ
る
超
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
亜

投
与
の
方
（
１
回
目
と
２
回
目
の
▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
）
時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受
▼
対
象
平
成
６
年
、
月
生
ま
れ

け
て
く
だ
さ
い
。
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

票
、
歯
プ
ラ
、
三
親
と
子
の
２
本
）
健
診
、
歯
み
が
き
指
導
を
行
い
ま

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
お
よ
び
Ｂ
印
鑑
▼
申
し
込
み
醒
話
で
予
約
（
日
▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

、

0

弓
■
■
〃
七
‐
夕
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ョ
‐
幸
、
且
夕
到
‐
室
Ｐ
Ｇ
Ｊ
■
■
■
ｂ
画
一
０
日
Ｕ
刺
『
釧
酬
‐

嚇
灘
輝
蝿
懲
馴
蠅
撫
購
蝿
仙
軸
撰
茄
域
鯛
臓
螺
灘
隼
雇
る
の
で
、
鯛
鯉
譲
）
礁

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
を
行
い
ま

す
。

垂 … … “ … 唾 … … …

要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
時
か
ら
２
時
地
域
指
導
班
へ
（
予
約
制
）
▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

罐
近
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
在
の
ス
ピ
ー
ド
化
時
代
に
好
ま
れ
よ
り
、
歯
は
磨
か
れ
、
歯
肉
は
マ
ツ
生
涯
健
康
に
過
ご
す

ド
や
レ
ト
ル
ト
食
品
を
食
べ
る
て
い
ま
す
。
サ
ー
ジ
さ
れ
る
。
も
、
普
段
の
食
生
活
で

機
会
が
増
え
、
軟
ら
か
い
食
べ
し
か
し
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
◎
満
腹
感
が
得
ら
れ
、
食
べ
過
ぎ
噛
ん
で
食
べ
る
と
い
う

物
に
憤
れ
た
た
め
強
く
噛
む
こ
「
よ
く
噛
み
な
き
い
」
と
い
わ
れ
の
防
止
に
な
る
。
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

と
が
苦
手
で
、
固
い
食
べ
物
を
て
い
る
よ
う
に
、
噛
む
こ
と
は
大
◎
脳
へ
の
血
流
が
増
え
る
の
で
、
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫

歯
例
は
た
ら
き
娠
燃
雛

き
が
あ
り
ま
す
。

物
を
噛
む
（
岨
し
ゃ
く
）
」
に

今
回
は
、
そ
の
中
の
「
食
べ

く
（
唯
し
ゃ
く
）
、
正
し
い
発
要
と
し
な
い
で
短
時
間
に
食
べ
◎
野
菜
な
ど
繊
維
質
を
含
ん
だ
清
習
憐
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

音
を
助
け
る
、
顔
の
形
を
整
え
ら
れ
る
欺
食
化
し
た
食
品
が
、
現
掃
性
の
あ
る
食
品
を
噛
む
こ
と
に
特
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
に

る
、
と
い
う
３
つ
の
大
切
な
伽
は
親
が
手
本
を
示
し
、
食
べ
た

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必
▼
日
時
６
月
詣
日
（
木
）
午
後
１
▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所
な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
う
に
練
習
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

般
近
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
在
の
ス
ピ
ー
ド
化
時
代
に
好
ま
れ
よ
り
、
歯
は
磨
か
れ
、
歯
肉
は
マ
ツ
生
涯
健
康
に
過
ご
す
た
め
に

▼
日
時
６
月
逓
日
（
月
）
午
前
、
▼
内
容
専
門
医
に
よ
る
鱈
瞬
癖
ツ
▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

時
か
ら
午
後
４
時
疾
患
相
談
え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、
▼
申
し
込
み
電
話
で
６
月
５
日
▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
風
が
相

歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅
れ
が
心
（
木
）
ま
で
に
柏
保
健
所
疾
病
対
策
談
に
応
じ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
専

配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
班
へ
（
予
約
制
）
門
医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
）

察
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
な
ど
時
か
ら

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
▼
対
象
原
因
不
明
の
発
熱
、
関

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診
▼
日
時
６
月
辺
日
（
木
）
午
後
１
で
す
）

仇

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保
付
は
午
後
２
時
か
ら
４
時

健
端
に
よ
る
相
談
・
指
導
▼
対
象
糀
神
病
糖
神
神
経
症

節
の
腫
れ
痛
み
、
皮
膚
の
こ
わ
ぱ
▼
日
時
６
月
２
日
（
月
）
、
詔
日

り
な
ど
の
症
状
で
悩
ん
で
い
る
方
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

55

談
に
応
じ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
蛎

託
医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要

▼
日
時
６
月
６
日
、
蝿
日
、
加

日
、
”
日
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
受

田
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

1日

8日

15日

22日

29日

病・医院名

我孫子つくし野病院

御子柴耳鼻咽喉科

我孫子聖仁会病院

天龍堂クリニ ッ ク

平和台病院

宇治医 院

アビコ外科整形外科病院

湖北台診療所

我 孫子 東邦病院

天王台皮フ科クリニック

電話

84-2211

88-5678

88-3111

82-0150

89-1111

88-0835

84-7321

88-8768

82-8166

85-4112

３
か
月
児
相
談

回

第1回

第2回

期日

6月6日

(金）

6月13日

(金）

内容

･妊娠中、産後の生活

･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）

･妊娠中の栄蕊

･赤ちゃんの菱識

…

家庭児童相談室

学
業
不
振
、
友
だ
ち
が
で
き
な
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

い
、
不
登
校
、
家
庭
内
暴
力
、
反
に
ご
相
談
電
話
で
も
可
）
く

抗
そ
し
て
家
出
：
。
と
、
悩
み
を
持
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
親
の
方
も
、
そ
の
よ
う
▼
相
談
日
時
毎
週
月
雌
か
ら

な
子
ど
も
の
扱
い
に
苦
慮
し
、
児
金
雌
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

ざ
や
く
た
い

並
の
虐
待
に
は
し
る
例
が
、
多
く
、
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ら
４
時

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
こ
の
▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
家
庭

よ
う
な
心
配
ご
と
や
悩
み
を
持
つ
児
童
相
談
室
霊
（
蓮
１
１
１
１

方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
内
線
３
５
２

１
歳
６
か
員
児
健
康
診
査

育
児
相
|談

夜 間 に 急 病のときは

言上醸恐(Sｱ)1141

個別接種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん

生
後
吃
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
種
後
に
１

回
接
種

三
種
混
合

一

破百ジ

鰐日子
せり

風きア
さ一』

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
秘

蕪
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
恋
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

ム
シ
歯
予
防
教
室

期日

6月10日

(火）

6月17日

(火）

6月24日

(火）

主な内容

･屑こり腰痛予防の体操

･歯の話

･屑こり腰痂予防の体操

･栄韮の話

･保健推進員による健康体

操

栄
養
相
談

″
ｎ
Ｕ8

年
心
も
元
気
歯
も
元
気
“

（
６
月
４
日
（
水
）
か
ら
仰
日
（
火
）
ま
で
口
腔
保
健
週
間
）

〃
帥
年
心
も
元
気
歯
も
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
、
何
で
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

元
気
″
を
合
言
葉
に
、
６
月
４
も
食
べ
る
た
め
に
は
、
丈
夫
な
歯
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

こ
う
く
巳
ツ

日
か
ら
、
日
ま
で
「
口
腔
保
健
と
歯
ぐ
き
が
必
要
で
す
。
定
期
的
▼
問
い
合
わ
せ
健
康
管
理
課

週
間
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
む
し
歯
や
壷
（
辺
１
１
３
１

乳
幼
児
発
達
相
談

療
育
相
談

膠
原
病
難
病
相
談

p

I

心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
鐘
雪
芝
相
談
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一

§
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
薬
ま
れ
。

▼
場
所
。
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
．
：
６
月
四
日
（
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
．
．
．

今
回
は
、
平
成
８
年
度
に
図
譜

館
で
貸
し
出
し
の
多
か
っ
た
本
ベ

ス
ト
、
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
①
ソ
フ
ィ
ー

の
世
界
言
ｌ
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル

デ
と
②
脳
内
革
命
（
春
山
茂
雄
）

③
遺
産
・
上
（
、
ン
ド
ニ
ィ
・
シ
エ

ル
ダ
こ
④
神
々
の
指
紋
・
上

（
グ
ラ
ハ
ム
入
ン
コ
ッ
ク
）
⑤

遺
産
・
下
タ
ド
ニ
ィ
．
、
ン
エ
ル

グ
乙
⑥
弟
宕
原
恢
太
郎
）
⑦

犠
牲
（
柳
田
邦
塁
⑧
神
々
の
指

紋
・
下
（
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
コ
ッ

ク
）
⑨
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
・
上

三
ン
・
チ
ア
乙
⑩
フ
オ
レ
ス

ト
・
ガ
ン
プ
（
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・

グ
ル
ー
ム
）

賃図
し

琶書
ベ
ス案
卜・

座

⑬
市
民
図
書
館

串
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

題
移
動
図
書
館

図
書
案

「
貸
し
出
し
ベ
ス

図
書
館

だ
よ
り

な
し

壷
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
胡
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

’６
月
狸
曰
く
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

…
６
月
遁
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
鋤

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
別
分
ま
で
）

※
ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
（
湖
北
台
・

布
佐
分
館
）
の
墨
絵
・
写
真
展
は
、

図
書
館
蔵
書
点
検
の
た
め
、
前
月

同
様
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

そよかぜ号(:書館豊)G月の日程(蕊） 市
民
図
醤
館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

▼
期
間
＊
市
民
図
書
館
本
館
・
・
・
６
月
３
日
（
火
）
か
ら
週
日
（
金
）

＊
湖
北
台
・
布
佐
分
館
・
そ
よ
か
ぜ
号
・
：
６
月
Ⅳ
日
（
火
）
か
ら
”

日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
壷
（
理
１
１
１
０

休
館
の
お
知
ら
せ

亜 ｽﾃｰｼｮ ﾝ名場所時間（午後）
湖北湖北地区公民館1:20～1:50

中 峠中峠勉田谷公臘12:10～2:40

1背山台柴崎台4号公Im3:00~4:00
l平和台布佐南近隣センター2:00二面
新木野新木児童公臆13:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公図2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

天王台東|天王台東児童公Imi2:00~2:50
1天王台西|浅野谷3号公｜刺3:10~4:00
l白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

並木カクライ家具駐車場2:30～3:00

田台田池尻公園3:20～4:00
一
画

根 戸 根 戸 近 隣センター2:00～2:40

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

旗|川

金 6
＝吾乙可デー蓮一一二＝

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
賀
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も

の
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
季
節

に
あ
っ
た
作
品
を
１
９
９
８
年
版

「
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
刊
行

物
に
使
用
し
ま
す
。

祷
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第
旧
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

L』
匡

水 11
四
季
お
り
お
り
の
作
品
を
募
集

●

121木
今一一

金 13

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
を
気
軽
な
雰
囲
気
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
猿
者
を
、
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
演
奏
予
定
日
時
土
峨
日
午
後

５
時
訓
分
開
演
（
日
程
は
未
定
）

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ざ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
の
若

手
音
楽
家
に
よ
る
入
場
券
の
い
ら

な
い
オ
ー
プ
ン
な
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
、
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
「
ピ
ア
ノ
の
夕
べ
」

と
題
し
て
、
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

よ
る
演
奏
で
す
。

▽
テ
ー
マ
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺

▼
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切
り
判
で

横
版
（
ワ
イ
ド
版
も
可
）

▼
募
集
期
間
６
月
２
日
（
月
）
か

ら
即
日
（
月
）
ま
で
（
期
間
内
必
潜
）

▼
応
募
資
格
市
内
外
在
住
を
問

わ
ず
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
賞
最
優
秀
賞
、
優
秀
蛍
、
入

蛍▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
１
人
５
点
ま
で

回
陰
ｌ
コ
ン
サ
Ｉ
卜
幽
窺
書
壱
葛
亀

（
と
、市民プラザ ＊

第11回ローコ一瞬ンサト
『 夕（ごアノ動べ」 ＝

▼
資
格
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
ま
た
は
市
内
で
活
蝿
し
て
い

る
若
手
音
楽
家
・
音
楽
を
勉
強
中

の
学
生
（
い
ず
れ
も
狙
歳
以
上
）

▼
音
楽
の
種
類
洋
楽
・
邦
楽
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
〈
た

だ
し
、
ア
ン
プ
の
使
用
は
不
可
）

初
夏
の
夕
べ
の
く
つ
ろ
い
だ
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
７
日
（
土
）
、
開
演

：
・
５
時
訓
分
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
出
演
者
。
曲
目
＊
森
景
真
由

美
：
・
４
つ
の
ピ
ア
ノ
小
品
○
ｐ
・

１
１
９
（
ブ
ラ
ー
ム
ろ
＊
中

あ
や
み

村
文
美
：
即
興
曲
Ｏ
ｐ
・
”
１
３

（
シ
ユ
ー
ベ
ル
ト
）
＊
山
田
昌

宏
…
子
供
の
傭
景
（
、
ン
ユ
ー
マ
ン
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
垂

（
記
）
２
１
１
１

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■

②
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
③
作
品
は
、
応
募
票

（
市
環
境
保
全
課
に
用
意
）
に
住

所
玲
揮
年
雌
電
話
番
号
、
搬

彩
場
所
、
搬
影
年
月
、
題
名
を
明
記

し
添
付
④
す
べ
て
の
作
品
の
中

か
ら
、
手
没
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
や
刊

行
物
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。▼

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒
２

７
０
の
ｕ
我
孫
子
１
８
５
８
市
役

所
環
境
保
全
課
云
（
理
１
１
１
１

内
線
５
６
８
へ

ﾘ等＝

I

IILb

▼
出
演
料
交
通
識
お
よ
び
準
備

賀
と
し
て
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
に

一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

諭
書
（
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
市
民
プ
ラ

ザ
壷
（
鋼
）
２
１
１
１
へ
直
接
持
参

手
黄
沼
親
水
広
場
開
設
６
周
年

を
記
念
す
る
と
と
も
に
》
環
境
月

間
の
行
事
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
出
か
け
く
だ
き
い
。

◎
日
程
６
月
“
日
（
土
）

＊
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
エ
作
教
室
と
電

気
の
話
・
牛
前
、
時
訓
分
か
ら
、

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
先

屋
外
自
転
車
駐
車
場
（
有
料
）

の
追
加
募
集
を
６
月
２
日
（
月
）
か

ら
９
日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
追
加
募
集
す
る
屋
外
自
転
車
駐

車
場
①
我
孫
子
駅
南
口
第
１
自

転
車
駐
車
場
②
同
駅
南
口
第
２

自
転
車
駐
車
場
③
同
駅
南
口
第

３
自
転
車
駐
車
場
④
天
王
台
駅

６
月
過
日
（
且
「
県
民
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
市
内
の
公
共
施
設

の
無
料
開
放
を
実
施
し
ま
す
。
ご

家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
無
料
開
放
施
設

季
市
民
体
育
館
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

屋
外
自
転
車
駐
車
場
の
追
加
募
集
一

手 （ ）ご利用ください

賀
沼
罎
親
水
広
場
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｊ

開
設
６
周
鵬
年
記
念
行
事

県民の日『施設

の無料開放』
着
鋤
名
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

＊
環
境
問
題
が
テ
ー
マ
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
・
・
１
回
目
午
後
１
時
か

ら
、
２
回
目
３
時
か
ら
、
各
回
２

０
０
名

◎
日
程
６
月
帽
日
（
日
）

＊
手
賀
沼
船
上
見
学
：
午
前
ｎ
時

か
ら
、
先
着
訓
名
（
事
前
申
し
込

み
必
要
）
＊
石
一
一
ろ
ア
ー
ト
教

せ
い

室
（
石
こ
ろ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
溝
つ

れ
お
さ
ん
が
似
顔
絵
を
書
い
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
）
・
・
・
１
回
目
午
後
０
時

鋤
分
か
ら
、
２
回
目
２
時
か
ら
、

各
回
先
着
鋤
名

園
参
加
蜜
い
ず
れ
も
無
料

圏
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場

画
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
６
月
１
日
か
ら
手
鐙
沼
親
水

広
場
壷
（
鯉
）
０
５
５
５
へ

北
口
第
１
自
転
車
駐
車
場
（
天
王

台
駅
南
口
第
１
自
転
車
駐
車
場
は

除
く
）

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、

①
か
ら
④
の
各
屋
外
自
転
車
駐
車

場
内
管
理
棟
に
掲
示
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
蚕

（
理
１
１
１
１
内
線
３
３
０

野
球
場
、
サ
ブ
・
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
）
・
・
・

６
月
皿
日
主
）
午
前
９
時
か
ら
午

後
９
時

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
体
育
館
恋

〈
師
）
１
１
５
５

争
鳥
の
博
物
館
：
６
月
晦
日
（
且

午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後
４
時
鋤

分▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
き

（
弱
）
２
２
１
２

条
あ
ゆ
み
の
郷
鉄
道
（
ミ
ニ
ｓ
Ｌ

他
）
…
６
月
過
日
（
且
午
前
、
時

か
ら
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
あ
ゆ
み
の

郷
公
社
垂
（
錦
）
１
１
３
０
（
土
・

日
暇
日
を
除
く
）

句

一
⑦
⑤
⑤
⑮
⑳
③
⑪
③
⑪

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り

は毎月5日(必蒲)。ハガキで1人1作に|股ります。

なお、締め切り日が変わりましたのでご注意ください。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ

▼
有
料
で
＊
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
と

ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ
型
）
〈
烏
山
容

（
堅
）
７
９
０
２
〉

▼
申
し
込
み
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー

ナ
ー
へ
の
掲
載
申
し
込
み
は
、
電

話
で
商
工
観
光
課
消
識
指
導
係
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

短歌 俳句
山本寛太選 染谷杲径選

つ
れ
じ
し
か
し
ら

タ
イ
●
ス
ト
０
条

連
獅
子
の
頭
ふ
る
ご
と
竹
群
は
青
胤
に
重
な
り
と
よ

む
東
海
林
詩
和弗と

向
ひ
家
に
野
良
猫
飼
は
れ
九
年
経
ち
隣
人
等
に
看
取

ら
れ
逝
き
ぬ
小
林
光
江

み
と

こ
の
道
は
母
の
看
取
り
に
通
ひ
し
道
桜
の
花
の
風
に

舞
ひ
散
る

小
出
礼
子

や
』

「
転
勤
な
し
」
と
赴
任
先
へ
戻
る
息
子
の
證
き
し
名

刺
に
肩
響
き
付
き
を
り

新
藤
道
子

さ
じ
つ
が

い
く
度
か
声
の
み
聞
き
し
沼
の
辺
に
雑
の
番
ひ
を
今

朝
は
見
出
で
つ
三
谷
和
夫

訪
ね
来
る
人
な
き
丘
の
寺
庭
に
ぼ
た
ん
一
群
れ
華
や

ぎ
て
咲
く
中
野
武

鯵
つ
な
つ
や
せ

初
夏
の
荒
れ
地
開
き
し
痩
畑
に
先
住
の
蛇
今
年
も
出

で
ぬ
村
上
弘

さ
っ
き

賛
ひ
た
る
皐
月
百
鉢
そ
れ
ぞ
れ
に
花
芽
つ
け
ゐ
て
咲

さ

く
季
ま
た
る
る

奥
理
吏
江

わ
ら
び
と

亡
き
母
と
蕨
採
り
し
丘
様
変
る
沼
の
光
の
満
ち
わ
た

れ
ど
も

山
口
魁

し
心
か
釦
肪
心
う
こ
う
し
ぶ
う

「
史
記
會
注
考
憲
」
の
識
義
楽
し
く
て
湖
岸
の
道
を

自
転
車
に
急
ぐ

加
藤
嘉
苗

は
く
ぼ
た
ん
と
い
ｇ

白
牡
丹
ひ
ら
く
吐
息
を
聴
く
如
し

む
か

は
な
う
つ
ぎ

古
利
根
に
対
う
不
動
や
花
卯
木

か
わ
た
れ
の
小
雨
の
中
の
櫻
か
な

山
近
き
田
植
え
待
つ
田
や
水
光
る

月
見
草
ひ
ら
く
早
さ
の
見
え
て
お
り

豆
飯
や
嫁
ぎ
し
娘
客
と
な
る

あ
し
か
び
む

薙
牙
の
萌
え
立
つ
ほ
と
り
総
小
舟

山
吹
の
風
に
ま
か
せ
る
枝
の
先

新
緑
の
樹
々
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
揺
れ

山
毎
農
道
い
ま
も
小
石
道

桃
咲
い
て
海
の
ま
ぶ
し
き
和
歌
山
路

若
鮎
や
さ
わ
わ
と
風
の
抜
け
る
川

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
家
具
、
台
所
用

品
電
気
製
品
、
学
習
器
具
な
ど
、

主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
消

費
財
で
す
。
衣
類
や
生
き
物
は
取

り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
消

費
指
導
係
云
（
蓮
１
１
１
１
内
線

３
２
９

壁
谷
千
総
子

宮
腰
多
加
雄

松
浦
白
悔

池
田
み
ど
り

柴
橘
紀
代

川
上
進
也

山
口
魁

公
手
孝
嗣

青
山
陽
子

泉
没
久
子

吉
田
三
重

和
田
正
邨

|、

〃

‐

、

ひ

ろ

燭
例

市

ば 民
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－
抑
一
あ
や
め
ま
つ
り

遡
奥
を
彩
る
あ
や
め
ま
つ
り
が
、

今
年
も
６
月
８
日
（
且
か
ら
犯
日

（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時
６
月
巧

日
（
且
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
狸
日
に
延
期
）

陰
人
形
に
よ
る
衝
突
実
験

シートベルト君周

掴這申やンペーン
－キミとボク「ベルトしめた｣力畷ことば一

0

今
日
か
ら
６
月
鋤
日
（
月
）
ま

で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
・
ン
Ｉ
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
は
、
媛
近
の
調
査
で

は
釦
％
台
に
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
一
方
、
今
年
１
月
か
ら
の

県
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
は

２
０
０
人
を
超
え
、
全
国
ワ
ー

ス
ト
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
の
低
下
が
、

ワ
ー
ス
ト
ー
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
自

動
車
乗
車
中
の
事
故
に
よ
る
死

者
の
９
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

藩
用
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
う
ち

約
４
割
が
、
ン
Ｉ
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
、
命
が
助
か
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
を
し
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課

▼
会
場
⑧
手
賀
沼
公
園
多
目
的

広
場
⑧
我
孫
子
手
黄
沼
漁
協

◎
水
生
植
物
剛
（
左
図
参
照
）

采
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
④
．
⑧

（
１
２
０
０
個
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

品
買
物
天
国
広
場
…
④
宍
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
㈹
軒
の
青
空
亜

永
包
丁
研
ぎ
・
建
築
相
談
…
④

市
太
子
会
に
よ

る
無
料
包
丁
研

ぎ
、
一
人
２
丁

ま
で
、
先
蒲
２

５
０
丁
、
穴
サ

ミ
等
は
不
可
）

学
舞
踊
…
④

恥
カ
ラ
オ
ケ
大

会
…
⑧
。
◎

（
参
加
者
に
は

記
念
品
を
贈
呈
）

品
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
広

場
…
④

季
我
孫
子
吹
奏

〃
身
近
な
場
所
で
、
質
の
高
い
音

楽
を
皆
さ
ん
に
聞
い
て
欲
し
い
〃

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
企
画
し
た

の
が
、
ピ
ア
ノ
デ
ユ
オ
＋
パ
ー
カ

ッ
ン
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

２
台
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
「
ピ
ア

ノ
・
デ
ュ
オ
」
に
は
、
こ
れ
ま
で

、
数
年
来
デ
ュ
オ
を
組
ん
で
き
た

高
須
久
子
さ
ん
と
吉
田
真
美
さ
ん

楽
団
演
奏
会
…
④
。
◎

糸
ふ
る
さ
と
会
「
大
杉
ぱ
や
し
」
．
．
↑

④半
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
…
◎
（
雨
天

で
も
実
施
）

最
子
供
広
場
…
⑧
（
魚
の
つ
か
み

ど
り
）

の
猶
て

品
お
茶
席
（
野
点
）
…
④
（
茶
道

連
盟
に
よ
る
お
茶
の
サ
ー
ビ
ろ

余
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
・
・
・
⑧

糸
大
正
琴
・
太
鼓
・
野
菜
の
即
売

…
◎
（
大
正
琴
の
み
⑧
で
も
実
施
）

品
遊
覧
船
の
運
航
…
⑨
か
ら
。

（
料
金
片
道
一
人
３
０
０
円
）

＊
イ
ベ
ン
ト
日
の
巧
日
（
日
）
は
、

無
料
循
環
バ
ス
を
手
賀
沼
公
卿
、

水
生
植
物
園
、
阪
束
バ
ス
束
我
孫

子
車
庫
間
で
運
行
し
ま
す
。

※
車
で
来
場
の
方
は
、
市
役
所
峨

貝
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
あ
や
め
ま
つ
り

実
行
委
員
会
壷
（
鑓
）
３
１
３
１

↑
？
危
↑
〈
・
・
１
．
・
凸
・
角
．
．
‐
‐
・

騨

謹
鵠
熱
溌
溺

巍

酔
醗

醍
霊
《
§
＆

２
麹
掲
醗
鰯
醗

畢
鰯
醗
野
熟
弱

’

を
迎
え
、
息
の
合
っ
た
演
奏
を
披

露
。
バ
レ
エ
も
加
え
た
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
在
住
の
松
倉
利
之

さ
ん
が
所
属
す
る
「
パ
ー
カ
ッ
・
ン

ヨ
ン
・
グ
ル
ー
プ
ね
」
は
、
国
内

屈
指
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
演
奏
家

グ
ル
ー
プ
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ

レ
ビ
「
芸
術
劇
場
」
で
も
放
映
さ

れ
た
、
素
購
ら
し
い
響
き
を
お
届

け
し
ま
す
。

打
楽
器
の
世
界
を
ご
家
族
の
皆

さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
詔
日
（
且
午
後
２

時
鋤
分
開
場
、
３
時
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

▼
曲
目

◎
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
チ
ヤ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
ぐ
る
み
割
り
人
形
よ
り

宍
レ
エ
付
き
）
ほ
か

車イス移送車
■

｢ゆうあい号｣と『ハンディバン」

のご利用を

0

◎
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
グ
ル
ー
プ

池
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
、
ナ
イ
ジ

エ
ル
・
ウ
エ
ス
ト
レ
ー
ク
ほ
か

▼
入
場
料
前
売
り
大
人
１
８
０

０
円
（
当
日
２
０
０
０
円
）
、
高

校
生
以
下
８
０
０
円
（
当
日
１
０

０
０
円
）
、
全
席
自
由

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
様
の
入

場
は
お
断
り
し
ま
す

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

荒
井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫

子
店
、
ブ
ッ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
、
湖

北
マ
イ
ン
内
あ
び
こ
総
合
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ

る
、
ポ
ピ
ー
、
学
友
堂
布
佐
店
、

柏
そ
ご
う
、
高
島
屋
柏
店
、
取
手

と
う
き
ゅ
う
、
市
民
会
館
内
売
店

ひ
ろ
が
り

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
顕
）
１
１
５
１

障
害
を
持
つ
方
や
、
お
年
寄
り

の
方
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う

に
、
〃
福
祉
カ
ー
″
「
ゆ
う
あ
い

我
孫
子
号
」
（
リ
フ
ト
付
き
ワ
ゴ

ン
車
）
と
新
し
く
尺
ン
デ
ィ
バ

ど
（
車
イ
ス
移
送
軽
自
動
車
）

を
用
意
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
無

料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
運
転
手
の
い
な
い
方
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
方

＊
心
身
障
害
者
（
児
）
お
よ
び
高

齢
者
で
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利

唇
「
ゆ
う
あ
い
我
孫
子
号
」

▲
ハ
ン
デ
イ
バ
ン
は
、
車
イ
ス

－
台
と
２
名
が
乗
車
で
き
ま
す

５
月
ｎ
日
（
且
、
鳥
の
博
物
館
、

山
階
鳥
類
研
究
所
、
野
鳥
を
守
る

会
青
年
会
議
所
の
共
催
で
「
第

８
回
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
手
賀
沼
探

烏
会
」
が
開
催
さ
れ
、
師
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

野
鳥
を
守
る
会
の
木
村
会
長
が

出
会
っ
た
烏
は
別
種
類

用
す
る
こ
と
が
困
雌
な
方
と
そ

の
家
族
＊
社
会
福
祉
団
体
お

よ
び
社
会
福
祉
施
設
な
ど

▽
利
用
目
的
医
療
機
関
へ
の

通
院
お
よ
び
社
会
福
祉
施
設
等

へ
の
通
所
な
ど

▽
利
用
料
金
無
料
（
た
だ
し
、

使
用
し
た
燃
料
は
車
を
返
す
と

き
に
同
斌
を
袖
給
）

▼
貸
出
期
間
＊
ゆ
う
あ
い
号

・
・
・
３
日
以
内
＊
ハ
ン
デ
ィ
バ

ン
．
：
１
人
週
２
回
１
回
あ
た
り

３
時
間
以
内

▼
乗
員
人
数
…
＊
ゆ
う
あ
い
号

・
・
・
５
名
（
車
イ
ス
２
台
を
含
む
）

＊
〈
ン
デ
ィ
バ
ン
：
・
３
名
（
車

イ
ス
ー
台
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
壷
函
）
１
５

３
９
へ

※
今
日
か
ら
「
ゆ
う
あ
い
号
」

の
受
け
付
け
業
務
は
、
障
害
福

祉
課
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ

変
更
と
な
り
ま
す
。

バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
手
賀
沼
探
鳥
会

Ｆ
１
応
び
こ
あ
れ
こ
れ
〒
１
１

溌
オ
バ
ン
、
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
・
ギ
ョ

郷
ｎ
日
（
且
、
鳥
の
博
物
館
、
ギ
ョ
、
〉
と
さ
え
ず
る
オ
オ
ヨ
ン

雨
類
研
究
所
、
野
鳥
を
守
る
キ
リ
な
ど
、
釦
種
類
も
の
野
鳥

吋
年
会
議
所
の
共
催
で
「
第
が
観
察
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

ｌ
ド
ウ
ィ
ー
ク
手
賀
沼
探
烏
の
名
前
や
生
態
な
ど
を
図
鑑

が
開
催
さ
れ
、
師
名
が
参
で
探
し
た
り
、
指
導
者
に
質
問

一
し
た
。
し
て
、
烏
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

函
を
守
る
会
の
木
村
会
長
が
し
ん
で
い
ま
し
た
。

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で

は
、
技
術
や
査
格
を
身
に
つ
け
て

就
職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に

識
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
科

▼
日
程
・
会
場
７
月
３
日
か
ら

８
月
８
日
ま
で
の
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
峨
日
、
県
女
性
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）

◎
ワ
ー
プ
ロ
科

▼
日
程
・
会
場
７
月
８
日
か
ら

【平成9年度】 女
性
就
業
技
術
講
習
会

建築物等実態

調査にご協力を

上 市
で
は
建
設
省
お
よ
び
県
に
協

力
を
し
、
６
月
、
日
（
火
）
か
ら
鋤

日
（
月
）
ま
で
「
建
築
物
等
実
態
調

査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
垂
は
、
最
近
に
お
け
る

建
築
物
お
よ
び
住
宅
の
建
築
状
況

等
を
調
査
し
、
国
や
都
道
府
県
の

住
宅
行
政
の
基
礎
査
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
し

８
月
加
日
ま
で
の
毎
週
火
・
水
・

木
・
金
蝿
日
（
た
だ
し
、
８
月
ｎ

日
か
ら
晦
日
は
休
識
）
、
野
田
市

役
所

園
受
講
時
間
い
ず
れ
も
午
前
９

時
訓
分
か
ら
午
後
３
時
釦
分

圏
内
容
い
ず
れ
も
基
礎
か
ら
検

定
３
級
程
度

圏
対
象
初
心
者
で
全
日
程
参
加

で
き
る
女
性
（
学
生
は
除
く
）

圏
定
員
各
和
名
（
た
だ
し
、
応

４
月
四
日
（
土
）
、
天
王
台
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
天
王

台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
開
館
、
周

年
記
念
式
典
が
、
歴
代
の
役
員

市
内
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
役
員
な
ど
約
帥
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
主
的
な
コ
ミ
三
一
テ
イ
づ
く
り
を

奎
台
鍋
罎
》
逼
鴉
礒
罎
需
星
を
祝
一
つ

あ
び

こ

あ
れ 同

協
議
会
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
、

夏
の
お
楽
し
み
会
、
秋
の
文
化
祭

な
ど
地
域
住
民
の
相
互
交
流
事
業

を
砿
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

当
日
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

福
嶋
市
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で

す
。
今
後
も
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
期
待
し
ま
す
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
（
写
真
）

式
典
後
、
〃
我
孫
子
河
童
太

鼓
″
の
皆
さ
ん
が
、
祝
い
太
鼓
を

披
露
。
〃
童
謡
を
歌
う
会
″
の
皆

さ
ん
は
、
な
つ
か
し
い
童
謡
を
歌

い
、
ｍ
周
年
に
花
を
そ
え
ま
し

た
。 て

い
る
も
の
で
す
。
対
象
と
な

る
ご
家
庭
に
は
、
市
の
建
築
指

導
課
峨
貝
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間
６
月
、
日
（
火
）

か
ら
鋤
日
（
月
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

指
導
係
垂
（
理
１
１
１
１
内
線

５
２
８

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

圏
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
１
万
円
程
度
の
実
没
負
担
）

※
両
識
座
と
も
子
ど
も
同
伴
で
の

受
識
は
で
き
ま
せ
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
印

鑑
と
ハ
ガ
キ
を
本
人
が
直
接
持
参

し
、
パ
ソ
コ
ン
科
は
６
月
９
日
．

、
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
鋤

分
ま
で
に
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
垂
０
４
３
（
２
４
７
）
８
５

４
１
へ
、
ワ
ー
プ
ロ
科
は
６
月
、

日
．
ｎ
日
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
午

後
３
時
訓
分
ま
で
に
野
田
市
役
所

商
工
課
壷
（
翌
１
０
８
５
へ

こ

れ

－
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|回国團図「’
廿曰時6月8日(日)午前10時30 障害のあるお子さんの育児や、

就学など教育の問題で悩んでいる分から午後1時30分

少内容贈答品、衣類、古本など惨日時7月11日(金)午前…給油方のために、巡回教育相談を行い

※車での来場はご遠慮ください取扱所取扱者、午後…その他まず。ぜひご相談ください。

伝場所．問い合わせ天王台北近伝場所柏市民文化会館戸日程・場所①7月23日(水)･･･

隣センター壷(82)9988少受講対象新たに危険物取扱作松戸市立中部小学校②24日(木）

Ⅵ

’
業に従事した者（従事しだ日から…県立野田養護学校⑧8月1日

1年以内に受講）、それ以外の取（金）…流山市立流山小学校

し日時6月15日(日)午後3時開扱従事者（3年ごとに1回受講）芦費用無料

場、3時30分開演少申し込み・問い合わせ申請書シ申し込み・問い合わせ巡回相

少場所市民会館（各消防署・分署に用意）に必要談申込書（教育委員会に用意）に

し入場料800円（全席自由）事項を明記し、4700円分の県証紙必要事項を明記し、6月25日(水）

a回国回’ 伝問い合わせ片倉a(87)1377を貼付のうえ、6月2日(月)からまでに教育委員会学校教育課壷

6日(金)までに直接、消防本部予（85)1151へ修日時6月15日(日)から毎週日

曜日午前9時から11時（全5回． 防課窓口蚕(84)0119へ １
１

雨天の場合は延期）園中央公民館 世曰時6月7日(土)から9日 我孫子市国際交流協会(AIRA)
外国人相談を毎日受け付けます◎子どもクッキング（スバケテイ世場所市民体育館テニスコート（月）午前10時から午後5時 し日時6月8日(日)午後1時

とフルーツゼリー作り）け対象高校生以上の初心者の方伝場所市民ブラザ（入場無料）我孫子市国際交流協会（AlR吾場所・問い合わせ我孫子地区

し日時6月14日(土)午前10時か桜定員60名（ただし、応募音多シ問い合わせ宮本壷(82)1280A）では、市内在住外国人の方を（中央公民館前）…志賀壷(84)73

ら正午数の場合は抽選） 対象に、相談を毎日受け付けます。86、湖北地区（龍泉寺内）･･森山

伝対象市内在住の小学生し参加費1000円 日本における生活全般について、盃(87)0800

屡定員先着30名世申し込み6月8日(日)午前9ピカソ、ユトリロ、シャガール困り事などありましだらお気軽に

伝参加費400円(材料費を含む）時から9時30分まで市民体育館テから東山魁夷まで約150点を展示。ご相談ください。費用は無料です。

し持参ｴブﾛﾝ､三角論､ふきﾆｽｺー ﾄで受け付け(雨天時は伝曰時6月1日(日)から6月2世相談日時木曜日､祝日を除く警察では現在､密入国者や密入
ん2枚、上履き体育館内で受け付け）日(月)午前10時から午後7時（だ毎日午前10時から午後5時国を斡旋する組織、不法に働く外

し申し込み・問い合わせ電話でし問い合わせ教育委員会体育課だし、2日は午後6時まで）伝相談方法・問い合わせ電話ま国人と受け入れる企業等に対する

中央公民館壷(82 ) 0 5 1 5 へ 壷 ( 8 5 ) 1 151世場所イトーヨーカ艀－3階アたは直接、AlRA事務局（市民捜査を全国的に実施しています。

ビイホール（入場無料）プラザ内）壷(83)1231へ密入国者の検挙、外国人による◎卓球をして良い汗をかこう

犯罪の防止のため、情報提供などし日時6月14日(土)午前9時30 し問い合わせつくばね作業所云

分から11時30分（参加費無料）シ日時・場所6月19日(木)午前（88)7594〈期間中…アビイホール 捜査へのご協力をお願いします。
｡

し持参ラケット(持っている方)、9時開会、市民体育館気付、同展事務局高橋垂(83)3732〉し助成対象県内存{主者または県少連絡先・問い合わせ我孫子警

国｡回国
タオル、上履きシ種目団体戦（当日く じ引きで

陰問い 合わせ中央公民館チーム分け。1人でも参加 可 能 ）

園湖北地区公民館倖参加資格市内在住の 家庭婦人

内で活躍している個人および団体察署云(82)0110

伝助成分野伝統芸能、音楽、演。近隣センター等公共施設利用の

劇 、 絵 画 、 工芸、スポーツなど活動などは、優先的に場所が確保

◎子どもクッキング（ピロシキと伝参加費900円 し助成金額1{牛につき50万円かされているものではありません。

ゼリー 作り ）伝 申し込み・問い合わせハガキ布佐地区にお住まいのお年寄りら100万円

腰日時6月14日(土)午前9時15に住所、氏名、電話番号を明記し、が、楽しく過ごせる場を用意しま伝募集期間6月2日(月)から8

分受け付け、9時30分から午後06月9日（月・必着）までにつくしだ。一人暮らしの方、日中一人月5日（火）

時30分し野5の7の5山口和子盆(85)29で過ごしている方など、ぜひご参※申し込み方法等、詳しくは土屋

腰対象小学 生 以 上の方62へ加ください。なお、一人での外出文化振興財団盆047(364)3689へ

し定員先着25名 が困難な方はご相談ください。
－日曜当番医＝テレホンサービス

30！
」

〃徳日璽急歯科診霞日=休日救急歯科診霞所(市民会館内)9:00~11：惨日時6月10日(火)午前10時か’し参加費500円(材料費を含む〕
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

｜陸持参ｴプﾛﾝ､三角飴､ふきし日時6月8日(日)午前10時30ら正午(以降､毎月第2火曜日に
《雪心配ごと相談＝社会福祉協識会9:00～15:00

2月冨讓零弾市謡蕊嘩協溺龍鶏鋤軍説納期膿
画･つつじ荘・西部福祉センター休館

ろ火二軍露単蕊蕊ｾﾝﾀー 休鶴

4水鶏認悪霊蕊予約受付日(電話で8:30から）
”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

5木壷市民図謹館本館休館
”市民プラザ休館

‘謬酒害相談＝保健センター13:30～15:00､唖曇可

⑰金｡健康相談=つつじ荘'0:00~'':3,
”市民図書館本館休館

7土零認蕊墨撫囮設は除く）

鶴ん・台ぶきん各1枚、タツパー分開場、11時開演（入場無料）開催予定）

い申 し込み．問い合わせ電話でシ場所市民会館し場所布佐市民センター本館

６
月

湖北地区公民館壷(88)4433へシ問い合わせ竹内盃(88)8929し参加費200円(お茶代として）

シ申し込み・問い合わせ電話で

ボランティアセンター盆(85)5233

◎楽しく遊ぼう

傍日時6月14日(土)午前9時30

蕊
分から11時30分(参加費無料）シ日時6月28日(土)第1回･･午へ（土．日曜日は除く）

’
け内容①折り紙（折り紙一ハサ前10時から午後0時10分、第2回

ミ、のり持参）②おはなし会、語･･･午後1時15分から3時10分

り、③ベーゴマ④将棋、オセロシ場所流山市文化会館戸日程・内容7月13日(日)午前

陳問い合わせ湖北地区公民館伝内容ぬいぐるみ人形劇「ジヤ・・･子どもの人権を考える、同日午

ツクと豆の木」 後･･･子育てと子どもの人権、20日

し出演劇団こぐま座・（日）午前･･･学校生活と子ども、同

慢日時6月15日(日)午前8時30レ定員各回1000人（だだし、応日午後…居場所のない子どもだち、

分受け付け募者多数の場合は抽選）27 日 ( 日 ) 午 前 ・ 午 後 … 街 を 生 き る

倖 場所市民体育館伝参加費無料子どもだち1，2（参加費無料）

し種目一般男女、40歳以上の男シ申し込み・問い合わせ往復ハ※全6回で1日2回講義、各回ご

女（4人制・登録は7人まで）ガキに申込者全員の住所、氏名、との受講可

し参加費1チーム1000円年齢、電話番号、希望する回（第シ場所県女性センター

し申し込み．問い合わせハガキ1回、第2回）、返信用にご自分惨対象・定員県内在住・在勤の

にチーム名、代表者の住所､氏名、の宛名を明記し、6月18日（水．男女、各回先着60名
参加種目、電話番号、参加者全員必着）までに〒271松戸市小根本※託児サービスがあります

の氏名を明記し、6月9日（月．7東葛飾支庁県民センターフアミ伝申し込み．問い合わせハガキ

必着）までに我孫子1684教育委員リーシアター係云047(365)3008へに講座名、住所、氏名、電話番号、

託児希望の有無を明記し、6月29

日(日)までに〒277柏市柏の葉4

会体育課塞(85)1151へ

;…
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我孫子市、柏市など東葛管内のの3の1さわやかちば県民プラザ
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鞄午（雨天中止）慢日時6月8日(日)午前10時30

陰場所湖北台中央公園分から午後3時（入場無料）修練習日・場所毎週火曜日午前

し参加費無料伝場所イトーヨーカド一流山店10時から11時30分、高野山小学校 唖
舐
祇
翫
訊
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●※申し込み不要。直接会場へ（流山電鉄平和台駅前）シ参加費月額3500円

皿剴シ問い合わせ教育委員会体育課し問い合わせ東葛飾支庁県民セし問い合わせ「気風会」青木狂

’念(85)1151ンター冠047(365)3008（83)2751

ふれあいバザー 平成9年馴身障害別回梛

危険物 I扱者保安講習会

男声合唱団｢シヤウテイング.
フオックス｣第4回定期演奏会

祇初|峠鞭式ﾃﾆｽ教室

楽しく遊ぼう(譜濯） 第9回我孫子市手工芸展
菊苗 (料配布

市内5つの福祉作業所による
チャリティ現代国際巨匠絵画展

不法入国等の外国人
犯罪捜査にご協力を

第7回家庭婦人親睦
バドミントン大会 県内で活動している個人･団体に

助成金を 交付します

お年寄りの方楽しく過ごしませんか
｢さつきの会」利用者

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(IjllYII当器医・1週間の行噸）

函棚)棚：

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 固(開)卵皿

ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 壷噸砺、
日舞・新舞踊
｢第14回友の会発表会」 l⑧

8⑧

9月

10火

Ⅲ水

12木

13金

M土

lSe

画．日曜当番医＝テレホンサービス

”休日叙急歯科診霞日=休日敦急歯科診鰯所(市民会語内)9:冊~11:30
金市民図醤臨本函休罷

虚交通事故相麟＝交通整備課10:00～15:00
豆心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
《蚕市民会館・市民図書館．烏の博物館休館
”つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
豆市民団霊館休館

”6月17日･19日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）
－ － － － － . 今 へ ■ 一 一

画､巾氏l辺塞且目今鮨1牛鴎

〃市民図霊館本館・市民ブラザ休館

〃不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
砿衰･アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00
毒-健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

凸一一一一一一■一一■■一一

画市屋I型I郵鴫奉肥坏鴎

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

画･白曜当霊医＝テレホンサービス
ビラ休日救魚歯科診溌日=休日救急歯科診鰯所(市民会館内)9:側~11:訓
彦結鱈相麟＝社会福祉協醗会10:00～14:00
【蚕家庭の日‘
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F 市 民 奔 砺 ・ 市 民 画 璽 ､ 宮 一 馬 の 1 専 物 館 休 館
Fつつじ荘・西98掴祉センター休館

～15:00
から〕

lg
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県民の日東葛飾地域行事
｢ファミリー・シアター」

県女性センター総合福祉セミナー
｢次代を担う子供たち｣受講者

■
《

インディアカ大会

県民の日東葛飾地域行事
｢東葛ふるさとフェア』ターゲット／

グラウンド
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|＜ゴルフ。
レフ講習会

"健康と若さを保つ”
気功同好会会員


